




する斜面は小ワーディーによって開析されおり、墳墓
は分割された尾根上に築かれている（Gotoh et al. 
2020）。
　遺跡南半部では細尾根が卓越しており、墳墓は尾根
の中心軸に沿って列状に並ぶものが多い（分布パター
ン 1、図 4）。すなわち、尾根を一単位として、5 基程
度の墳墓からなる支群が形成されているのである。そ
のうち尾根の高位側にある 1 基が他のものよりも一回
り大きいという例が多く、まず尾根高位側に墳墓が築
かれたのち、その被葬者の近親者が下位に築かれた墳
墓に葬られた可能性が高い。異なる世代の血縁者が葬
られている可能性も十分にあろう。
　この分布パターン 1 は遺跡北半部でも認められるが、
北半部には細尾根ではなく幅広い斜面が形成されてい
る区域があり、そこでは異なった分布パターンを確認
することができる（図 2）。細尾根中心軸や小ワー
ディーに沿って複数の墳墓を縦列配置する分布パター
ン 1 に加えて、複数の墳墓を斜面主軸に直行して弧状
に配置するもの（分布パターン 2）、特に明確な配列を
示さずに多数の墳墓が群集するもの（分布パターン 3）
を確認することができる（図 4）。注目されるのは、分
布パターン 2 が斜面の最高所から下位にかけて複数分
布し、さらに最高所の一群が遺跡内でも最大規模の墳
墓を含んでいるということである。すなわち、分布パ

ターン 2 をとるグループは斜面の高低に応じて階層的
に築かれているということになる。
　分布パターン 3 の群集グループについては、明確な
構造を見出しにくいが、一例では中央の大型墓の周り
に小型墓が築かれている。すなわち、群集グループに
も起点となる墳墓があり、近親者なり縁者がその周り
の墳墓に葬られたということになろう。
　また、ワーディー・アッ＝サイル遺跡には墳丘の周
りをめぐる周壁（Ring wall）をもつ例が 2 例確認され
ている（Højlund et al. 2008）。古ディルムン時代後期
の大型・超大型墓に周壁をめぐらすものが存在するこ
とから、前期のワーディー・アッ＝サイル遺跡の例も
首長墓あるいはエリート墓とみなす考えがあるが

（Højlund et al. 2008）、墳丘そのもののサイズでみる
と、周壁がないものでも、遺跡内最大規模の墳丘をも
つ例があり、周壁をもつ墳墓がエリート墓であるかど
うか即断できない。
　異なる分布パターンの併存については、未発掘の墳
墓が多いことから想像に拠らざるを得ないが、異なる
被葬者集団の想定も一案である。分布パターン 1 につ
いては、一つの細尾根を一つの親族集団が墓地として
利用した可能性が高く、このパターンが卓越する遺跡
南半部はそうした親族墓域が多数隣接して築かれた区
域ということができる。一方、分布パターン 2 は斜面

図 1　バハレーン島・古ディルムン時代の遺跡 図 2　ワーディー・アッ＝サイル遺跡（遺跡北半部）
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全体を使って社会の階層性を示している可能性が高い。
斜面高位部はエリート集団の墓域であり、斜面下位は
より低い社会階層に属する集団の墓域と考えられる。
斜面直交方向に横列するグループは、それぞれの社会
階層に属する親族集団の墳墓群とみることができるだ
ろう。分布パターン 3 は、縦列にせよ横列にせよ墳墓
の列状配置という発想から乖離した配置であろう。群
集パターンがどのような発想に基づくものかわからな
いが、後述の後期の遺跡における環状配置パターンに
類似する可能性を指摘しておきたい。
　分布パターンの違いを時間的変化とみることもでき
るかもしれない。分布パターン 1 の段階では、より小
規模な親族が一つの単位をなしているのに対し、分布
パターン 2 は複数の親族が階層化した社会組織の中に
組み込まれている様相を投影しているとみることがで
きる。分布パターン 1 から分布パターン 2 への変化を、
社会集団の大規模化に伴う階層型社会組織の成立とみ
れば、そこに時間の経過に伴う社会の複雑化のプロセ
スを見出すこともできるだろう。分布パターン 3 はそ
うした階層化社会が変容しはじめる段階を垣間見せて
いるのかもしれない。
アアリ遺跡
　アアリ遺跡はワーディー・アッ＝サイル遺跡の北側、
ワーディー・アッ＝サイル流路東側に広がる大規模墳

墓群であるが、ワーディー・アッ＝サイル遺跡とは異
なり、地形的凹凸のない緩斜面に立地している（図 3）。
　南半部には中・小型墓が高密度で分布し、北半部に
は南西から北東に向かって大型墓が列状に並ぶ。さら
に遺跡北東端には超大型墓が整然と築かれている。全
体的にみると、地形的に高い南半部に規模の小さな墳
墓が、北側の低いところに大型墓・超大型墓が築かれ
る配置は、大きな墳墓がより高位に配されるワー
ディー・アッ＝サイル遺跡とは逆である。むしろ、ア
アリ遺跡の大・超大型墓は北の低地（前 2 千年紀の段
階では、内湾になっていた可能性がある）からより目
立つところに築かれているということになる。地形と
墳墓の関係、視認性などの立地上の諸点において、ア
アリ遺跡はワーディー・アッ＝サイル遺跡とは異なっ
ている。
　アアリ遺跡では、超大型墓の存在が 19 世紀から注
目され、20 世紀初頭には発掘調査が行われるなど、
調査・研究の中心となってきた。デンマーク隊は
1961〜62 年に、南半部の中・小型墳墓の発掘調査も
手がけているが（Højlund ed. 2007）、十分な研究が行
われているわけではない。結果的にアアリ遺跡の大規
模墳墓群全体がどのように形成されたのか、よくわ
かっていないのが実情である。
　今回の調査の結果、南半部の中・小型墓に形態的変
異を確認することができた。すなわち、低台錐形をと
るリファア型と、墳丘高が高くなった截頭円錐形の
バールバール型である。大・超大型墓はいずれも後者
に属するが、南半部の中・小型墓には両者が併存して
いるのである。ただし、アアリ遺跡におけるリファア

図 3　アアリ遺跡

図 4　墳墓の分布パターン
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型墳墓は直径が 10〜15 m 前後のものが多く、ワー
ディー・アッ＝サイル遺跡の例に比べて大型化してお
り、同遺跡よりも新しい段階でアアリ遺跡にリファア
型が進出してきたと考えられる。
　さらに注目されるのは、そうしたリファア型墳墓を
起点にした環状配置パターンで（分布パターン 4、図
5）、遺跡南半部各所に見出すことができる。中央のリ
ファア型の周りに、同じくリファア型とバールバール
型の墳墓が環状に配されているのである。遺跡最初期
に築かれた墳墓の周りに近親者や世代を違える縁者が
葬られていったことを示唆している。こうした環状パ
ターンが累積した結果として、アアリ遺跡南西部の高
密度墳墓群が形成されたと考えられるのである。
　その配置には、ワーディー・アッ＝サイル遺跡にみ
られた分布パターン 3 に共通する要素をみてとること
ができるだろう。分布パターン 1・2 の列状配置とは
異なり、環状もしくは群集パターンは地形とは関係な
く形成可能である。平坦な地形に墳墓群が拡大してい
く過程で、分布パターン 3 や分布パターン 4 が出現し
たと考えられる。
　このようにみると、アアリ遺跡南半部の中・小型墓
群は北の大・超大型墓群に対置される「一般民衆墓」
という評価では理解が難しいことになる。南半部はリ
ファア型を起点にして拡大していった墳墓群であり、
その拡大はバールバール型の時期にも続いている。
大・超大型墓はバールバール型であり、遺跡初期の段
階には築かれておらず、むしろ遺跡後半期になって築
かれたということになる。つまり、古ディルムン時代

後期の後半期になって、大・超大型墓が遺跡北半部に
築かれるようになったということである。ここに大型
墳墓群の形成過程の複雑性をみてとることができるだ
ろう。
　また、大・超大型墓の中には、周壁をもつ例が存在
する。この周壁をエリート墓特有の施設とみる考えが
あることは先に述べた通りであるが、大型墓のすべて
が周壁によって囲まれているわけではないことには注
意する必要がある（図 6）。中には大型墓の周辺に周壁
はないが、中・小型墓が近接して築かれている例もあ
り（分布パターン 4）、周壁と環状配置の間に何がしか
の関係を示唆している。おそらく環状配置はすでに築
かれた墳墓を基点として、そこに葬られた被葬者と社
会的関係をもつ近親・縁者がその関係性を示すために
次々と墳墓を築いていった結果である可能性が高いが、
逆に周壁は次世代以降の墳墓を築くことを阻止する意
味があったのではないであろうか。墳墓の周りに一定
の空間を維持することにより、その周りに次世代以降
の墳墓が築かれることを防ぎ、墳墓の独立性を確保す
るための機能を有していた可能性を指摘しておきたい。
それが果たしてエリート墓のみに許された特権であっ
たのか、あるいは異なる思想に基づいたものかは不明
であるが、周壁がエリート墓の象徴であったと即断す
ることは難しい点に注意しておきたい。
　アアリ遺跡の墳墓群は、ワーディー・アッ＝サイル
遺跡とは地形、墳墓の分布パターン、墳墓の形態、サ
イズなどさまざまな点で違いを示している。リファア
型が前 2000 年前後にこの遺跡に進出し、墳墓群の形

図 5　アアリ遺跡の環状配置パターン
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